
2026年9月25日–12月28日｜富山県美術館 3階展示室6
主催：富山県美術館、慶應義塾大学アート・センター

開館時間：9:30–18:00（入館は17:30まで）　

休館日：毎週水曜日、10月13日(火)、11月24日(火)

観覧料：コレクション展観覧料が必要です。一般350円（280円）

*（ ）内は20人以上の団体料金
* 70才以上と大学生以下の方はコレクション展観覧料無料
* 企画展観覧券で入場当日に限りコレクション展も観覧可能

関連企画

「パピエプリエ04：瀧口修造と影どもあるいは影像人間」
2026年12月5日、13–16時｜慶應義塾大学三田キャンパス東館6階G-Lab
主催：慶應義塾大学アート・センター／協力：富山県美術館

Shuzo Takiguchi̶Double, or Shadow-Image

『マティアス・グリューネヴァルトの失われた日記、または画家のハンドブック』（1960年）

吸
取
紙
と
は
何
も
の
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
自
体
に
よ
っ

て
残
存
す
る
。
そ
れ
は
こ
の
今
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
保
持
し

続
け
る
だ
ろ
う
。
瀧
口
修
造　

一
九
六
〇
年

﹇Blotting paper is som
ething. It rem

ains by itself. It is this now. I w
ill keep it. 

Shuzo Takiguchi, 1960.

﹈

瀧
口
修
造
に
よ
る
以
下
二
冊
の「
手
づ
く
り
本
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
：『
マ
テ
ィ
ア
ス
・

グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
失
わ
れ
た
日
記
、
ま
た
は
画
家
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
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一
九
六
○

年
）、『
吸
取
紙
と
は
何
も
の
か
で
あ
る
、
等
々
…
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﹈』（
一
九
六
一–

六
二
年
）

瀧
口
修
造
と
分
身
あ
る
い
は
影
像

イ
メ
ー
ジ



詩
人
・
美
術
評
論
家
の
瀧
口
は
一
九
六
○
年
頃
か

ら
通
称「
手
づ
く
り
本
」と
呼
ば
れ
る
本
を
作
っ
て

い
た
。
出
版
社
や
印
刷
所
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い

な
い
、
瀧
口
自
身
の
手
仕
事
に
よ
る
本
で
あ
り
、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
、
雑
誌
の
切
り
抜
き
、
印
刷
物
の
コ
ピ

ー
、
銀
紙
、
ラ
ベ
ル
・
シ
ー
ル
、
手
書
き
の
メ
モ
等
、

い
わ
ゆ
る
断
片
の
寄
せ
集
め
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

完
成
に
も
、
未
完
成
に
も
見
え
る
本
で
あ
る
。

　

本
展
で
は
吸
取
紙
を
用
い
た
二
冊
の「
手
づ
く
り

本
」『
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
失
わ

れ
た
日
記
、
ま
た
は
画
家
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』『
吸
取

紙
と
は
何
も
の
か
で
あ
る
、
等
々
…
』、
お
よ
び
デ

カ
ル
コ
マ
ニ
ー
（
転
写
）
に
よ
る
連
作
二
○
点《
マ
チ

ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ネ
ウ
ァ
ル
ト
の
幽
霊
》（
初
出
：「
私

の
心
臓
は
時
を
刻
む
」展
｜
南
画
廊
｜
一
九
六
二
年
）
に
焦
点

を
当
て
る
。
吸
取
紙
は
、
絵
具
や
イ
ン
ク
の
余
分
な

水
分
を
吸
い
取
り
、
水
彩
画
な
ど
に
お
い
て
は
に
じ

み
を
抑
え
た
り
、
色
の
濃
度
を
調
整
す
る
等
の
用
途

で
用
い
ら
れ
る
。
デ
カ
ル
コ
マ
ニ
ー
は
、
一
八
世
紀

に
開
発
さ
れ
た
転
写
技
法
で
、
絵
具
な
ど
の
メ
デ
ィ

ウ
ム
を
表
面
に
塗
り
広
げ
、
ま
だ
乾
い
て
い
な
い
う

ち
に
紙
な
ど
の
素
材
で
覆
い
、
そ
れ
を
取
り
除
く
と

模
様
が
転
写
さ
れ
る
。
こ
の
技
法
は
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
、
偶
発
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み

出
す
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
吸
取
紙
も
デ
カ

ル
コ
マ
ニ
ー
も
写
し
取
ら
れ
た「
影
」＝「
分
身
」と

し
て
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
作
品
は
瀧
口
の

「
影
像
」と
い
う
概
念
を
考
え
る
た
め
の
糸
口
と
な

る
だ
ろ
う
。

瀧
口
修
造
の
生
誕
一
二
○
年
を
機
に
、
二
○
二
三
年
か
ら
富

山
県
美
術
館
に
お
け
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
一
環
と
し
て
、
瀧
口

旧
蔵
資
料
を
分
有
す
る
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
共

同
企
画
を
行
っ
て
お
り
、
本
展
は
そ
の
第4

回
目
に
あ
た
る
。
過

去
の
共
同
企
画
展
は
以
下
の
通
り
。「
瀧
口
修
造
生
誕
一
二
○
周

年
記
念
展
示
：
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ン
カ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の〈
本
〉」（
二
○
二
三
年
一
一
月
二
日–
二
○
二
四
年
二
月
六
日
）、

「
手
紙
と
漂
流
詩
」（
二
○
二
四
年
十
一
月
七
日–
二
○
二
五
年
二

月
一
一
日
）、「
瀧
口
修
造
と
ジ
ュ
ア
ン
・
ミ
ロ
：
二
冊
の
詩
画
集

と
書
簡
」（
二
○
二
五
年
十
月
九
日–

二
○
二
六
年
一
月
一
二
日
）。
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